
�������������������２２

御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉合弁花　キキョウ科ツルニンジン属
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　パンポンとは、Ａ４サイズほどの板を使って
軟式テニス用のボールを打ち合う競技です。　
　この競技は、創業間もない頃の日立製作所日
立工場の従業員たちが、昼休みにあり合わせの
道具を用いて始めたレクリエーションが起源で
あると言われています。　
　ボールをパァーンと打ったらポォーンと帰っ
てくるため、パンポンという名前が付きました。

　別名ジイソブと言い、林の中に生えるつる小

生の多年草です。根が太く、朝鮮ニンジンに似て

いるところからこの名前がつきました。つるは

２ｍほどに伸びて草などに巻きつき、傷つける

と白い液が出て大変くさい臭いがします。花冠

は広い鐘形で、内側に紫褐色の斑点があります。
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　７月７日は七夕。天の川を見るために、パークアルカディ
ア内にあるプラネタリウム館へやってきました。そして本物
の天の川も見たい欲張りなひたまるは、実際に望遠鏡をのぞ
いてみたところ…。この日は雲
が空を覆い、雨が降っていて残
念ながら見えませんでした。
　日頃の行いを反省したひたま
るでしたが、雨は織姫と彦星が
出会えたことのうれし涙だとい
う説を聞き、少しホッとしたの
でした。
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